
テーマ３ 家庭・地域・学校と共同調理場の連携による食に関する指導の取組  
 朝食を中心とした食に関する指導を行う上で、家庭の協力は欠かせない。まず、学習し

た内容を家庭で実践できるように、「朝ごはんレシピ集」を作成した。  
次に、家庭との連携を図るために、給食だよりを活用して児童生徒の実態を伝え、学校

給食への理解を深める資料とした。  
また、養護教諭と連携して食に関する健康教育を推進したり、地域の栄養委員の方々と

共に料理教室を行ったりすることで、地域全体で児童生徒を育てる環境作りを試みた。  
 
（１） 家庭での実践化を図る朝ごはんレシピ集の作成・配布  
  ① 「朝ごはんレシピ集～第１集～」 （Ｐ．１２９～Ｐ．１３６）  
   目的：教科（家庭）や学級活動での指導、料理教室の資料として活用し、事後は家

庭での実践化につなげるため。また、保護者や地域の健康教育関係者等にも

配布することで、家庭での朝ごはん作りの資料とするため。  
 
   配布対象：  

市内小中学校の朝ごはんに関

する授業実施クラス、学校保

健委員会等への参加者、料理

教室参加者、栄養委員等。  
（１，５００部作成）  
 

   内容：栄養教諭が考案した朝ごはん

レシピ（一品料理）を主食・

主菜・副菜・しる物の４つを

中心に分類し、４１品目掲載

した（図５２）。  
   関連事業：  
      朝ごはんレシピ集から料理を選び、「朝食おすすめ献立」として、９月から毎

月１回給食献立にとり入れた。朝ごはんレシピ集の活用方法を図るとともに、

朝ごはんに対する意識が継続するようにした（図５３・５４）。また、ホーム

ページに「朝ごはんレシピ集～第１集～」を掲載した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５２ 朝ごはんレシピ集 

図５３ 朝食おすすめ献立 

平成２２年１１月２９日（月）  
  ごはん 牛乳 吹き寄せ煮  
  焼きししゃも 和風サラダ 

  
  ＊太字がレシピ集掲載料理  

地場産物である「のり」

を使った料理も掲載。  
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  ② 「朝ごはんレシピ集～第２集～」（Ｐ．１３７～Ｐ．１４５）  
   目的：学習の成果を発表する場を設けると共に、一食分としての料理の組み合わせ

を学ぶ資料とするため。  
   配布対象：  
      市内小中学校の朝ごはんに関する授業実施クラス等（８００部作成）。  
   内容：児童生徒が夏休みに「朝ごはんレシピ集～第１集～」を使用して朝ごはん作

りを行った（図５５）。この中から献立を選び、「朝ごはんレシピ集～第２集

～」を作成した。第２集では食事の基本である「主食・主菜・副菜・しる物」

の４つの組み合わせがそろっている献立や、一品料理で工夫されていたもの

を掲載した（図５６）。   
   掲載までの手順：  
     ・夏休みのワークシート（実践中心校と協力校の小学校第５・６学年及び中学

校第１学年が対象）から、掲載する献立や料理を選定。  
（選定基準は教育委員会と協議）  

     ・各学校を通じて、対象者とその保護者から掲載許可を得る。  
     ・掲載許可が得られた児童生徒に原稿用紙を配布し、料理を作った感想や、お

すすめポイントを記入してもらう。  
     ・掲載予定料理を栄養教諭が再現調理し、原稿を作成する。  

・原稿案を対象者に配布し、掲載内容の確認と最終掲載許可を得る。  
     ・レシピ集の原稿を教育委員会と栄養教諭で確認し、印刷業者で製本する。  
 
 
 

図５４ 給食だより９月号・献立表で紹介 

－ 67 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 家庭との連携と啓発活動  
  ① 給食だより及び献立表の発行  
    平成２２年４月に実施した食に関する実態調査の結果から、「給食だよりをよく見

る・時々見る」と回答した保護者は８２％、「献立表をよく見る・時々見る」は   

６１％だった。また、「給食だよりは参考になる・まあ参考になる」は９２％、「献

立表は参考になる・まあ参考になる」は８６％だった。このことから、給食だより

や献立表を利用した情報発信は有効であると思われると同時に、保護者のニーズを

つかみ、よりよい紙面作りが必要であると思われる。  
 
   目的：食に関する実態調査のフィードバックを行うため。  
      家庭に伝えたい献立を発信し、学校給食への理解を深めるため。  

図５５ 中学生と６年生のワークシート 

図５６ 「朝ごはんレシピ集～第２集～」 
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   対象：市内小中学生の保護者（毎月５，３２０部配布）  
   内容：給食だよりでは、食に関する情報や本事業に関する実態調査の内容、給食献

立のレシピ等を掲載すると共に、献立表では、地場産物を使った献立や、朝

食レシピ集を活用した献立についての情報発信を行った（図５７）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３） 学校・家庭との連携と啓発活動  
  ① 学校保健委員会等の実施  
   ア 鉾立小学校「学校保健委員会」  
      鉾立小学校では、毎年、健康と食生活に関する内容で全校児童参加型の学校

保健委員会を開催している。すこやか委員会の児童がテーマに即した内容の劇

を演じることによって低学年にも内容が伝わり、保護者の参加も多い。  
     日 時：平成２２年１１月１６日（火）第６校時（１４：５５～１５：５０）  
     場 所：鉾立小学校 多目的ホール  
     参加者：全校児童８２人・保護者２８人・地域関係者２人・教職員１０人・  
         栄養教諭１人  
     テーマ：「健康と食生活を考えよう～朝食について～」  

内 容：朝食をテーマにすこやか委員会の児童が中心となってクイズを出題し

たり、朝ごはんのおすすめ献立を発表したりした（図５８）。また、

養護教諭は生活習慣について、栄養教諭は朝ごはんのはたらきについ

ての指導を行った。  
 

 
 

図５７ 献立表・給食だより 
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イ 日比小学校「学校保健委員会及び食育講演会」 

平成２２年４月に実施した食に関する実態調査で、「毎日、排便がある。」と回答

した児童は６１％、生徒は６２％、保護者は６０％だった。 

排便はよりよい生活習慣を確立するために欠かせないものであり、テーマ２との

関連が深い。そこで、日比小学校では、健康教育を推進するために、養護教諭と

連携してそれぞれの立場を生かした指導を実施した。 

    日 時：平成２２年１０月２５日（月） 

第５・６校時（１４：００～１５：３０） 

    場 所：日比小学校 体育館 

    参 加 者：第５・６学年児童７９人・保護者７人・地域関係者１１人・ 

市内教職員１２人・教育委員会１人・栄養教諭１人 

    内 容：「学校保健委員会」 

目 的：食べることと同様に排便は、体の健康にとって大切なもので

ある。しかし、児童の様子からは、大便に対してよいイメー

ジを持っていないと感じられた。 

そこで、養護教諭を中心に、排便に対して肯定的な意識を

持たせ、排便習慣を確立させるための指導を行った。さらに、

実践化を図るために保健委員会でこのことをまとめ、他の児

童や家庭、地域への啓発を行った。 

テーマ：排便～児童生徒の実態アンケートを通じて～ 

内 容：保健委員会の児童による「排便」についての活動報告 

 

        「食育講演会」 

目 的：児童はこれまで朝食の食事内容と役割についての学習を通じ

て、朝食は健康のために大切なものであるという意識を持っ

ている。この意識を継続させると共に、保護者や地域関係者

にも朝食についての意識を高めてもらうために、有識者によ

る講演を行った。 

テーマ：「やっぱり朝ごはんだね。」 

講 師：くらしき作陽大学 食文化学部栄養学科  

講師 田淵
た ぶ ち

満子
み つ こ

先生          

図５８ すこやか委員会の発表 
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内 容：児童が教具を使って朝食献立を作成した後、朝食の献立内容

とその役割についての講演を聴いた。まとめに、朝食につい

ての意識の定着を図るため、４つの朝食標語を全員で唱和し

た（図５９）。 

“体の時計にスイッチＯＮ” 

“体温を上げて、やる気アップ！” 

“おなかがすいた脳に、栄養” 

“うんこに合図”  

結 果：保護者等への事後アンケートによると、講演の内容に対して、

８７％が「とてもよい講演だった。」・１３％が「よい講演だ

った。」と回答している。また、「朝食は大切だと思いますか」

の問いに対して、９７％が「とても大切だと思う。」３％が

「大切だと思う」と回答した。このことから、有識者による

講演会は、朝食の大切さについての意識を向上させるために

有効な手立てであることがわかった。 

      家庭への指導：ほけんだよりの配布（図６０）。 

 

 

 

 

 

 

 

 図５９ 朝食標語の唱和  

＜参加者の感想＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

 

 

 

おなかが  
すいた脳に、

栄養！  

体の時計に  
スイッチＯＮ  

野菜が不足しているとバランスがよくな

いことに気づきました。献立内容に気をつけ

なければいけないと再認識することができ

ました。（保護者）  

 食育が本当に大切な現代において、子ど

もたち自身が食について「気付く」「考える」

「見直す」機会をつくることが必要だと思

います。  
難しいのですが、保護者と共に食育をす

すめることができればと思いました。  
（教職員）  
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図６０ ほけんだより 

ウ 養護教諭との連携  
       目 的：学校で食に関する健康教育を効果的に推進するために、養護教諭と連携

することが重要である。ここでは、養護教諭が取り組む排便指導のうち、

家庭への啓発資料「ほけんだより」に情報を提供した。  
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    内 容：よい排便習慣は食習慣が関わ

っていることから、食習慣と

レシピ「腸、快調！レシピ」

を作成した（図６１）。  
作成者：栄養教諭 ２人  
提供先：市内全小中学校  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６１ 「腸、快調！レシピ」が掲載されたほけんだより  

 

  ② ＰＴＡ食育講演会  
平成２２年４月に実施した食に関する実態調査で、「子どもにとって朝食は、健

康のために大切である。」と回答した保護者は９８％だった。このことから、朝食

は健康のために大切であると認識していることがわかる。しかし、「自分は、平日

毎日朝食を食べる。」と回答したのは８２％で、児童より９ポイント、生徒より６

ポイント下回っていた。 

そこで、朝食はすべての人にとって大切な食事であることを再認識し、家族の健

康を考えたよい生活習慣を家庭で実践しようとする意識を高めたいと考え、ＰＴＡ

が中心となって講演会を開催した。さらに、家庭・地域・学校が共通の認識のもと

食育を推進するために、教職員や地域で活躍する栄養委員等にも参加を呼びかけた。 

 

日  時：平成２２年１０月２２日（金）第５校時（１４：１０～１５：３０） 

場  所：第二日比小学校 図工室 

参加者：保護者２３人・教職員１８人・地域関係者１１人 

養護教諭から、「保護者  
の方にも好評ですよ！」 
と聞くことができた。  
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テーマ：「子どもの健康と朝ごはん」 

講 師：岡山県教育庁保健体育課健康教育班  

指導主事 中桐規代先生 

内 容：最初に、食に関する実態調査結果についての説明を聴いた。朝食の食事

内容をみると「主食偏重型」が多く、野菜などを食べていないことがわ

かった。そこで、キーワード“１０９５（１年間の食事回数）”をもと

に、１回ごとの食事も大切だが１，０９５回の食事の中で栄養バランス

のよい食事をすることを意識することの大切さ、そして、栄養バランス

を簡単に確認する方法として、“食事バランスガイド”の使い方を教え

ていただいた。 

さらに、簡単にできる料理法など、すぐ生活に取り入れることが出来

る工夫を提案していただいた。 

まとめとして、「食育は、国民一人一人が健全な食生活に必要な知識

や判断力を習得し、それを実現できるようにすることを目指している。

食育とは知育・徳育・体育の基礎となるべきもの。」と食育の重要性を

確認することができた（図６２）。 

結 果：事後のアンケートでは、参加者の

９７％が「よい講演会だった」と

回答している。また、感想文から

も、朝食をよりよいものにしてい

こうとする意識を持つことがで

きたことがわかる。 

啓発資料：講演会の内容をまとめた「ＰＴ

Ａだより」が発行され、各家庭

へ朝食について啓発すること

ができた（図６３）。 

 

＜参加者の感想文＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝食の大切さを改めて感じることができました。  
 また、朝食や生活リズムが様々なことに影響していると思いました。朝食が

食べられるよう、工夫したいと思います。（保護者）  

 朝食の内容は、ひと工夫することでグッとよくなるのだとわかりました。

いつもの朝食に「牛乳をプラスする。」「りんごをプラスする。」など自分でで

きることから始めたいと思います。（保護者）  

図６２ 食育講演会 
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図６３ ＰＴＡだより 
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③ ＰＴＡ調理講習会 

   平成２２年４月に実施した食に関する実態調査によると，「子どもといっしょに

料理をすることがある。もしくは，ときどきある。」と回答した保護者は８５％

だった。子どもと料理をしない理由は「時間がない」が最も多く，「嫌がる」「あ

ぶない」が続いている。 

   そこで，ＰＴＡが中心になり親子で料理をする機会を増やしたいと考え，調理

講習会を開催することにした。 

内 容：親子で料理をしようとする意識を持たせ，家庭でも地域の産物を尊重

する子どもを育てるために，学校給食でもなじみのある地場産物を使

った調理講習会を行った（図６４）。 

   日 時：平成２２年１０月２６日（火）９：３０～１２：００ 

   場 所：すこやかセンター クッキングスタジオ 

   参加者：市内幼稚園・小学校・中学校の保護者代表３６人， 

教育委員会２人，栄養教諭１人 

テーマ：「豊かな人間関係を築こう！～子どもたちの夢ある未来のために～」 

     献 立：太巻き祭り寿司 ガラエビと黒大豆の揚げ煮  

おひたし すまし汁 

        

 

 

   

 

 

 

 

 

        図６４ 調理風景と出来上がった料理 

 

 

＜参加者の感想文＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 がらエビと黒大豆の揚げ煮は，簡単につくることができておいしかったの

で，家でも作りたいです。  

玉野市の地場産物を使った料理を，家庭でも作っていきたいです。  

 レシピを見たときは，「できるかな」と不安でしたが楽しく作ることができ

ました。家で子どもとつくると「楽しそうだな。」と思いました。  

「米」「のり」

「黒大豆」  
「野菜」も  
玉野産です。  
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（４） 地域との連携と啓発活動  
  ① 食育支援者料理講習会  
   目的：地域（栄養委員）と連携して食育を推進するため。  
   対象：日比、東児地区栄養委員（計５０人）。  
   日時：東児地区 平成２２年６月２３日（水）９：３０～１２：３０  
      日比地区 平成２２年６月２４日（木）９：３０～１２：３０  
   内容：夏休み親子料理教室のための伝達講習を行った（図６５）。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ② 親子料理教室  
   目的：朝ごはんを自分で作ることができる児童を育成するため。  

対象：実践中心校及び協力校（計４校）の小学校第４～６学年とその保護者で希望

される方（児童保護者計７０人参加）。  
日時：平成２２年夏期休業期間中  

   内容：朝ごはんの大切さや、地場産物について学び、朝ごはんの献立を調理した。  
和食セットと洋食セットを作る班に分かれ、仕上がった料理を交換してバイ

キング形式で会食をした（図６６）。  
   結果：事後のアンケートでは、参加者の９２％が参加して良かった、８３％が家で

もまた作ってみたいと回答した。  
家庭への啓発：９月には給食だよりだけではなく、学校だよりで料理教室の様子を

伝えていただいた（図６７・６８）。  
 
＜参加した児童と保護者の感想文＞  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６５ 調理方法を検討する委員と出来上がった料理 

作るときは難しかったけど、だんだん楽しくなってきました。（児童）  

私が苦手だったピーマンを小さく切って、たまご焼きに入れたらとってもお

いしかったので、ピーマン嫌いの友だちに紹介したいです。（児童）  

私は、料理をするのが大好きなので、家でもたまに朝ごはんや昼ごはんを自分

で作っています。他の料理にも挑戦して、家族に食べてもらいたいです。きらい

な野菜も食べられるようにがんばります。（児童）  
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図６７ 学校だより 

親子で楽しく料理ができました。また、家でも一緒に作ろうと思います。  
（保護者）  

食べるだけの楽しみだけでなく、作る楽しみも感じたと思います。みんなでそ

ろって食べる食事はおいしかったです。（保護者）  

図６６ 料理教室のレシピと料理の様子 
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図６８ 学校だより 

 
  ③ 夏休み料理教室（キッズ・イン・ザ・キッチン）  
   目的：地場産物を活用した朝食献立の調理実習を通じ、児童生徒の「食」や「地域

への興味関心を高めるため。  
   主催：玉野市教育委員会 玉野市学校給食会  
   共催：（財）岡山県学校給食会  
   日時：平成２２年夏期休業期間中（計２回）  
   対象：市内全小学校第４～６学年・中学生とその保護者で希望される方  

（計５３人参加）  
   内容：地場産物や朝食についての学習の後、朝食献立の調理実習を行った。献立は

親子料理教室と同じものとした（図６９）。  
   募集期間：平成２２年６月１４日（月）～６月２５日（金）まで。  
   申込方法：参加者希望者は各学校へ申込用紙を提出。各学校から各調理場へ集まっ

た申込用紙を提出。  
   提出期日：平成２２年６月２９日（火）  
   参加案内配布：平成２２年７月７日（水）  
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＜参加者の感想文＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６９ 教室の様子と出来上がった料理 

  ④ 市民センターとの連携  
   目的：朝食摂取を地域ぐるみで推進するため。  
   対象：地域住民  
   内容：夏期休業中に東児市民センターへ「朝ごはんレシピ集～第１集～」から選定

した料理の持ち帰りカードを設置した（図７０）。  
      前期（平成２２年７月２０日～８月９日）、

後期（平成２２年８月１０日～８月３１

日）に分け、各５種類、計１０種類のカー

ドを持ち帰れるようにした。  
結果：延べ配布数  ２５７枚  

設置直後の１週間は持ち帰り枚数６９枚

と全体の２７％を占めており、初期に関心

を持っていただいたことがわかる。この取

組を通して地域の方に朝食や料理につい

て啓発できたと考えている。  図７０ 掲示コーナー 

 料理を作るのは大変だったけど、食べるととてもおいしくて達成感がありまし

た。（児童）  

みんなでワイワイ楽しく作れて、参加してよかったと思いました。野菜たっぷ

りのメニューで、普段の食事作りも、もっと地元の野菜をいっぱい食べられるよ

うに工夫しなければなと思いました。（保護者）  

 最初は友だちもいなくて不安だったけど、だんだん友だちもできたし、協力し

ておいしい料理がいっぱいできました。となりのグループと料理を交かんしたけ

ど、特に、切り干し大根がおいしかったです。（児童）  
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各テーマに共通する取組 
本研究を有効に実施し、その効果を検証するための実態調査と、研究テーマに迫るために先進地に

おける食に関する指導の取組について視察を行なった。 
 
  （１）児童生徒及び保護者の食に関する実態調査 
    目的：実践中心校及び協力校の実態を調査することにより、食育を推進するための参考になる

基礎データを示し、本研究の効果を検証することを目的とした。 
    方法： 

調査対象 実践中心校及び協力校の小学校第５・６学年、中学校第１学年とその保護者 
      （表５・６） 

表５ 小学校・中学校：食に関する実態調査対象表 

 

項 目 

在籍数 実施前（４月）調査 実施後（１１月）調査  

男 女 計 男 女 計 回収率

（％）

男 女 

 

計 

 

回収率

（％）

小学校 

百分率（％）

130 

55.6 

104 

44.4 

234 

100.0

126 

56.0

99 

44.0

225 

100 

 

96.2 

128 

55.2 

104 

44.8 

232 

100.0

 

99.1 

中学校 

百分率（％）

53 

55.6 

43 

44.4 

96 

100.0

48 

56.0

42 

54.0

90 

100.0

 

93.8 

53 

55.2 

42 

44.8 

95 

100.0

 

99.0 

 

表６ 保護者：食に関する実態調査対象表 

項目 家庭数 実施前（４月）調査 実施後（１１月）調査  

計 回収率（％） 計 回収率（％） 

小学校 235 210 89.4 198 84.3 

中学校 104 89 85.6 76 73.1 

計 339 299 88.2 274 80.8 

 
 調査方法 アンケート調査用紙を各校に配布し、状況に任せて実施した。実施後は、調査

用紙を給食センタ一及び東児調理場で回収した。 
 回答方法 児童生徒は、学校で調査期間中の任意の日に、アンケート調査用紙「生活習慣・

食生活アンケート 児童生徒用」に回答した。 
       保護者は、調査期間中にアンケート調査用紙「生活習慣・食生活アンケート 

 保護者」を配布して任意の日に回答して、各校へ提出した。 
調査期間 実施前調査：平成２２年４月９日（金）から平成２２年４月３０日（金） 

      実施後調査：平成２２年１０月２０日（水）から平成２２年１１月１０日（水） 
 調査内容 アンケート調査用紙 参照（Ｐ．１２５～Ｐ．１２８）。 
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分析方法 集計は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｘｃｅｌを用いて、各設問に関する回答をすべ

て数字に変換して、アンケート調査用紙ごとクラス別に入力した。分析は、就実

大学本田准教授へ依頼した。 
     結  果 資料 食に関する実態調査解析データ 参照 （Ｐ．８８～Ｐ．１１０）。 
 
  （２）先進地視察 
    目的：先進地における食に関する指導の取組について視察し、本研究のテーマに迫ることを目

的とした。 
    方法： 
     視察先 広島県竹原市立吉名小学校 
          所 在 地：広島県竹原市吉名町４９０７番地の１ 
          児 童 数：１２９人 
          教職員数：２３人（内、栄養教諭１人） 
     視察日 平成２２年７月６日（火） 
     視察者 玉野市教育委員会２人・栄養教諭２人 
     内 容 平成２１年度栄養教諭を中核とした食育推進事業についての説明 
         授業参観 第２学年 学級活動「やさいのはたらきⅠ」（図７１） 
                  校内見学 食育の部屋（図７２） 
 

   
図７１ 授業参観 

 

         

図７２ 食育の部屋「地場産マップ」・「たまのお宝マップ」 
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